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日本の一般廃棄物処理実態調査は 1970年代から長年調査されてきた世界的にみ

ても貴重なデータであり、その有効な活用が期待されます。 

国立研究開発法人国立環境研究所（以下、「NIES」という。）資源循環・廃棄物研

究センターでは、その調査結果をアーカイブデータとして整備するとともに、デー

タ閲覧システムの開発を行ってきました。 

この度、公開する一般廃棄物長期時系列データ閲覧システムは、これまでに整備

した一般廃棄物処理実態調査のデータ（1971～2016年度）を閲覧するシステムと

してとりまとめたものです。長期データの閲覧が可能であるだけでなく、人口規模

別にデータ比較をできるようにしました。 

本マニュアルでは、その利用方法を説明します。 

 

国立研究開発法人 国立環境研究所 
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1 閲覧システムの概要およびセットアップについて 

 

（概要） 

・ 一般廃棄物長期時系列データ閲覧システム（以下、「閲覧システム」という。）は、

Microsoft 社 Excel上で動作します。マクロ（VBA）を用いています。 

 

（閲覧システムのセットアップ） 

・ 閲覧システムのファイル一式は、ZIP形式で圧縮したファイルで提供しています。 

・ ファイル「一般廃棄物長期時系列データ閲覧システム.ZIP」をご使用のパソコンにて解

凍してください。（本システムの全体容量は、約 340MBです。） 

・ ZIPファイルが解凍されると、下図に示すように「一般廃棄物長期時系列データ閲覧シ

ステム(VerX.XX).xlsm」と「MSDAT」のフォルダーがインストールされます。 

・ 「一般廃棄物長期時系列データ閲覧システム(VerX.XX).xlsm」が、本閲覧システムのメ

イン・ファイル（以下、「閲覧システムファイル」という。）ですので、このファイルを

実行してください。この閲覧システムファイルにより、「MSDAT」のフォルダー内に格

納されている一般廃棄物処理実態調査データの Excelファイルから、データを抽出・集

計します。 

 

 

 

 

 

〔注〕 

 閲覧システムが安定して作動するように、登録データは保護されています。 

 また、閲覧システムファイル自体も、利用者が変更できる範囲を限定し、それ以外は保

護されています。 

 本閲覧システムは、Microsoft 社 Excel2010（バージョン 14、OSはWindows10（64ビッ

ト））で動作確認をしています。 
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2 収録データおよび本閲覧システムの集計対象について 

2.1 収録データの概要 

・ 本閲覧システム〔ver.1.0〕では、環境省（旧厚生省）が公表した一般廃棄物処理実態調

査データ（以下、「実態調査」という。）のうち、表 1に示す(1)～(5)のデータを収録し

ています。 

 

表 1  登録されている一般廃棄物処理実態調査のデータ〔ver.1.0〕 

実態調査の項目 
登録データ 

区分 1 区分 2 区分 3 

処理状況 (1)ごみ処理状況  〇 

(2)ごみ処理体制  〇 

(3)し尿処理状況  〇 

(4)経費  〇 

(5)人員・機材  〇 

(6)ごみ処理状況 災害 未登録 

(7)経費 災害 未登録 

(8)人員・機材 災害 未登録 

施設整備状況 (9) 施設整備状況  未登録 

(10)災害焼却施設 災害 未登録 

 

・ 収録しているファイルは、大きく 1971(S46)～1997(H09)年度と 1998(H10)～2016(H28)

年度の 2 つの期間に分かれています。下表のとおり、ファイル名は先頭から 6 文字目

を 1又は 2で区分しています。 

 

年度 収録データ項目数 ファイル名 

1971(S46)-1997(H09) 約 800項目 DAT_〇1_〇〇.xlsx 

1998(H10)-2016(H28) 約 4,200項目 DAT_〇2_〇〇.xlsx 

 

・ 収録されているデータの詳細は、5章を参照ください。 

 

2.2 閲覧システムの集計対象 

・ 本閲覧システム〔ver.1.0〕は、収録データのうち、市区町村からの報告データのみを集

計します1。表示可能な市町村は、最新年（2016 年度）における市町村です。市町村合

併された旧市町村は表示できません。これらの旧市町村は合併後の市町村のデータの

なかに含まれて集計されます。 

・ 実態調査データのうち、絶対量のデータを抽出・集計します。率のデータ（リサイクル

率や％、ppmなどのデータ）や原単位のデータ（一人あたり排出量などのデータ）は本

閲覧システム〔ver.1.0〕では集計できません。 

                                                      
1 Ver.1.0では、(4)経費、(5)人員・機材のうち一部事務組合からの報告データを集計する機

能はありません。 
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3 閲覧システムの操作方法（通常ユーザー向けの解説） 

 

 本章では、本閲覧システムの標準的な使用を想定した手順にそって、閲覧システムファイ

ルの各シートと機能を解説します。 

 

3.1 「メニュー」シート 

（概要） 

 このシートでは、収録されたデータから選択された項目のデータを抽出し、全国・都道

府県および市町村別値を集計します。 

 抽出するデータ項目は、既に設定されている項目の他にも、ユーザーが選択・登録でき

る仕組みとなっています。（具体的な方法は、上級ユーザー向けの解説である 4章以降

をご覧ください。） 

 

（本シートの使い方） 

① ▼ドロップダウンリストより抽出するデータ項目を選択します。 

② ▼ドロップダウンリストより対象とする都道府県等を選択します。 

③ 「データ抽出・集計開始」ボタンをクリックします。 

④ 閲覧したい結果のボタンをクリックします。 

 

 

③のデータの抽出・集計作業は、ご使用のパソコンの性能等により所要時間が異なりますが、

概ね 1～2分で作業は完了します。 

  

② 

③ 

① 

④ 
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3.2 「全国_都道府県」シート、「全国_都道府県グラフ」シート 

（概要） 

 「メニュー」シートで選択したデータ項目について、全国・都道府県別2に抽出・集計

した結果を、表ならびにグラフとして表示します。 

 

（本シートの使い方） 

・ 「全国_都道府県」シートには、選択した項目のデータを時系列で表示します。 

このとき、集計データが全国値のみのデータの場合3は、都道府県別の値がゼロと表示

されます。 

 

 

・ 「全国_都道府県グラフ」シートには、選択された地域のグラフが表示されます。 

・ 他の地域をグラフ化したい場合は、①▼ドロップダウンリストより対象とする都道府

県等を選択します。 

・ ②のメッセージが表示されますので、「はい(Y)」を選択してください。 

 

                                                      
2 「メニュー」シートで都道府県を選択しても、「全国_都道府県」シートには全国と 47都

道府県（全国を含む）のデータが表示されます。 

 

① 

② 
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3.3 「市町村」シート、「市町村グラフ」シート 

（概要） 

 「メニュー」シートで選択したデータ項目について、選択した都道府県の市町村別に

抽出・集計した結果を、表ならびにグラフとして表示します。 

 表示される市町村は最新年（2016 年度）における市町村です。例えば、市町村合併し

た旧市町村は表示されません。これらは合併後の市町村のデータのなかに集計してい

ます。 

 

（本シートの使い方） 

・ 「市町村」シートには、選択された項目のデータを時系列で表示します。 

このとき、集計データが都道府県合計値のみの場合は、市町村のデータがゼロと表示

されます。 

・ 他の地域をグラフ化したい場合は、①▼ドロップダウンリストより対象とする都道府

県等を選択します。 

・ ②のメッセージが表示されますので、「はい(Y)」を選択してください。 

 

 

・ 「市町村グラフ」シートには、選択された地域のグラフが表示されます。 

・ 市町村別にグラフ化したい場合は、③▼ドロップダウンリストより対象とする市町村

を選択します。 

 

① 

② 

③ 
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3.4 「人口規模」シート、「人口規模別グラフ」シート 

（概要） 

 「メニュー」で選択したデータ項目について、選択した都道府県内の市町村の人口規

模別4に抽出・集計した結果を、表ならびにグラフとして表示します。 

 

（本シートの使い方） 

・ 「人口規模」シートには、4 つの情報が表示されています。 

(A) 「メニュー」で選択されたデータ項目の値。 

(B) 選定した都道府県内の市町村別の総人口を人口規模の区分別に集計した値。 

(C) 各年度の日数 

(D) 一人一日当たりの値5 〔計算式＝(A)÷(B)÷(C)×10α   (単位：g/人・日、千円/人・

日など)〕 

 

 

・ 「人口規模規模別グラフ」シートには、選択された人口規模区分のグラフが右側（「人口

規模」シートの(D)値）に表示されます。 

・ 他の地域をグラフ化したい場合は、①▼ドロップダウンリストより対象とする都道府県

等を選択します。選択後にメッセージが表示されますので、「はい(Y)」を選択してくださ

い。 

・ 「人口規模」シートの(A)値の人口規模区分のグラフが左側に表示されます。 

・ 人口規模区分別にグラフ化したい場合は、②▼ドロップダウンリストより対象とする人

口規模区分を選択します。 

 

                                                      
4 人口規模は、市町村ごとに、各年度の値で区分・集計しています。 
5 この計算式は本システム中で一律に設定されています。係数 10αの値「抽出項目 TBL」シ

ートで設定ください。なお、選択したデータ項目によっては、一人一日あたりの値を算定す

ることが適切でない場合がありますので、ご注意ください。 

(A) 

(C) 

(B) 

(D) 
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① ② 
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4 閲覧システムの操作方法（上級ユーザー向けの解説） 

 

 本章では、上級ユーザー向けに、3章で説明した以外のシートと機能を解説します。 

 

4.1 独自のデータ抽出項目の設定方法 

 

本閲覧システムで最初から用意されているデータ項目以外のデータの抽出・集計を行うこ

ともできます。独自のデータ項目を設定する場合には、「メニュー」シート（下図の A）にデ

ータ項目を追加する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（抽出・集計するデータ項目の追加・設定の手順） 

独自のデータ抽出項目の設定は、「抽出項目設定」シートを用いて行います。 

  

A 
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手順①：「収録データ一覧１」シートより抽出・登録する 1971(S46)～1997(H09)年度のデ

ータ項目を選びます。 

 

・ 「収録データ一覧 1」シート上で、追加したいデータ項目の 1列目のセルをダブルクリッ

ク6します。 

・ ダブルクリック後、「抽出項目設定」シートに移動しますかと訊ねられるので「はい」を

クリックしてください（「いいえ」を選択すると、何もせずに元の状態に戻ります）。「抽

出項目設定」シートに選択したデータ項目が表示されますので、選択したデータに間違

いがないかを確認してください。 

・ データ項目が率のデータ（リサイクル率や一人あたりの原単位のデータ）の場合は、本閲

覧システムでは集計ができないので、その旨のメッセージが表示されます。 

 

 

 

（注：抽出・集計するデータ） 

 データの抽出・集計は、収録データ一覧 1 と収録データ一覧 2 の「両方」および「ど

ちらか一方のみ」が可能です。 

 1971(S46)～1997(H09)年度のデータの抽出・集計が不要な場合は、上記①の操作は不要

です。次の②の操作から行ってください。 

 

 

 

 

 

 

                                                      
6 ダブルクリックした際に、カーソルが最終行に移動してしまう場合があります。その場合

は、再度、該当行までカーソルを戻して再度ダブルクリックを実行してください。ダブルク

リックのコツは、該当行の 1列目のセルをワンクリックしてセルを選んだ状態にしてから、

そのセルをダブルクリックすることです。 

① 
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手順②：「収録データ一覧 2」シートより抽出・集計する 1998(H10)～2016(H28)年度のデ

ータ項目を選びます。 

 

・ ①と同様に、「収録データ一覧 2」シート上で、追加したいデータ項目の 1 列目のセルを

ダブルクリック7します。 

・ ダブルクリック後、「抽出項目設定」シートに移動しますかと訊ねられるので「はい」を

クリックしてください（「いいえ」を選択すると、何もせずに元の状態に戻ります）。「抽

出項目設定」シートに選択したデータ項目が表示されますので選択したデータに間違い

がないかを確認してください。 

 

（注：本システムにおいて集計可能な項目の制限など） 

 

 本システムでは、市町村合併により複数の町村が市等に統合された町村は合併後の市

町村のコードで集計する仕組みとなっています。 

 そのため、例えば、リサイクル率（%）やごみ排出量原単位（g/人日）などのデータを

単純に合計してしまうと誤った値が表示されてしまうので、そのような集計ができな

いようにしています。 

 ごみ組成比（％）、濃度（ppm）、その他日本語が混在している項目も同様です。 

 

本システムにおいて、抽出・集計可能なデータ項目は、「収録データ一覧 1」と「収録デ

ータ一覧 2」シートの 10列目に「1」と記載してあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
7 ダブルクリックした際に、カーソルが最終行に移動してしまう場合があります。その場合

は、再度、該当行までカーソルを戻して再度ダブルクリックを実行してください。ダブルク

リックのコツは、該当行の 1列目のセルをワンクリックしてセルを選んだ状態にしてから、

そのセルをダブルクリックすることです。 
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手順③：選んだデータ項目のデータタイトル、単位、備考を入力する。（タイトル、単位は

必須） 

 

・ 下図を参考に、入力してください。 

・ 備考欄に入力された内容は、作成されたグラフの下段に「注）」として表示されます。 

 

 

 

手順④：データ項目の属性を選択する。 

 

・ 選んだデータ項目について、３つのドロップダウンリストから該当する属性を選択しま

す。左からデータの種類①（処理関係、経費関係、人員・機材関係、施設関係）、データ

の対象物（ごみかし尿か）、データの種類②（災害ごみかそうでないか）です。 

 

 

 

 

手順⑤：適切な内容・項目であることを確認して、登録ボタンを押す。 

 

・ ボタンを押すと、「抽出項目 TBL」に自動的に移動します。 

 

 

（手順①～④の内容を修正する場合） 

 各手順をやり直してください。 

 設定作業をやめる場合、もしくは手順①～④の操作を一括してクリアする場合は、右

下にある「取消」ボタンをクリックしてください。 
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（参考）設定した独自のデータ項目の本閲覧システム上の扱い 

 

・ 上記操作によって追加設定されたデータ項目は、「抽出項目 TBL」シートに追加されます。 

・ なお、タイトル、単位、備考欄の内容は、このシート中で直接修正していただくことも可

能です。（閲覧システムは、本シートの登録情報をもとに抽出・集計作業を行います。「抽

出項目設定」シートは、本シートにデータを間違いなく、分かりやすく設定するために用

意されたものです。） 

 

 

・ また、新たに設定したデータ項目は、「メニュー」シートの抽出項目にも追加されて表示

されます。 
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（追加したデータ抽出項目を取り消す・削除する方法） 

 「抽出項目 TBL」シート上で、下図のように登録を削除するデータ行を（すべての列

に対して）空欄にすることで、登録を取り消すことができます。 

（取消前） 

 

（取消後） 
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4.2 本閲覧システムで抽出作業を行ったデータの格納状態について 

 

・ 本閲覧システムでは、「メニュー」シートから抽出・集計を行うよう指示されたデータは、

「MSDAT」のフォルダー内に格納されたエクセルファイルから抽出され、「DAT1」及び

「DAT2」のシートに書き込んでいます。 

・ 「DAT1」シートには 1971(S46)～1997(H09)年のデータ、「DAT2」シートには 1998(H10)～

2016(H28)年のデータが格納されます。 

 

・ 例えば、下図の 14 列目には選択されたデータの値、10 列目には、人口規模コード8が格

納されています。 

 

  

                                                      
8 人口規模コードの列において、人口規模データ以外のデータ（全国合計、都道府県計、組

合データ）については、システム制御の都合から、それぞれ A、B等の記号を記載していま

す。 
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5 収録データ・ファイルの解説 

 

5.1 収録データの出典等 

(1) 1971(S46)～1997(H09)年度の収録データ 

・ 環境省（旧厚生省）が公表した「日本の廃棄物処理」および環境省等が保有している「廃

棄物処理事業実態調査統計資料（一般廃棄物）」等の情報を収録9しました。 

 

(2) 1998(H10)～2016(H28) 年度の収録データ 

・ 環境省ホームページ10で公表されている一般廃棄物実態調査結果よりデータをダウンロ

ードし、本閲覧システム用にデータ構造に変換しました。 

・ 各年度のデータのダウンロード年月11は以下のとおりです。 

 

年度 データのダウンロード年月 

1998(H10)-2006(H18) 2010 年 3月 

2007(H19)-2012(H24) 2014 年 3月 

2013(H25)-2016(H28) 2018 年 12月 

 

5.2 「収録データ一覧」シート 

・ 閲覧システムの「収録データ一覧」シートには、収録データの項目が縦方向に、データ

年次が横方向に記載された一覧表を掲載しています。表とデータの凡例は、下記のと

おりです。 

・ 「収録データ一覧 1」シートでは 1971(S46)～1997(H09)年度のデータを、「収録データ

一覧 2」シートでは 1998(H10)～2016(H28)年度のデータをそれぞれ記載しています。 

 

■収録データ一覧 1シート（例） 

 

                                                      
9 収録は主な項目に限定して行っています。 
10 http://www.env.go.jp/recycle/waste_tech/ippan/stats.html 
11 環境省では、公表後にデータの修正が行われている場合があります。 

A 
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（凡例） 

年次および項目により収録されているデータ12が次のとおり異なります。 

●：全国値合計のみ 

◎：全国値合計、都道府県合計のみ 

〇：全国値合計、都道府県合計、市町村等別 

 △：市町村等別のみ（全国値合計および都道府県合計は未登録） 

 

 一部、灰色で記載されているデータ項目名がありますが、多数のデータ項目名を見や

すくするために色を変えただけで、データの内容として特別な意味をもつものではあ

りません。 

 

・ このシートの 13列には、「MSDAT」のフォルダー内の当該データが含まれているエク

セルファイル名が記載されています（下図の①）。 

・ 14 列と 15 列には、そのエクセルファイルにおいて当該データが含まれている列の名

称と列番号がそれぞれ記載されています（下図の②③）。 

 

 

 

5.3 収録されたデータ項目の扱いについて 

・ 本システムのデータ項目は、同じデータ項目であっても、1971(S46)～1997(H09)年度と

1998(H10)～2016(H28)年度では異なるデータ項目として扱っています。 

・ また、項目名が同一であっても、単位等が異なる場合は異なるデータ項目として設定し

ています。 

・ 上記の期間において、どのデータ項目どうしが同一かどうかの確認は、実態調査の調査

票などをみて判断するようにしてください。 

 

                                                      
12 収録したデータのうち、十分な精査が行われていないデータも存在します。異常値があり

ましたら、ご指摘いただきますと幸いです。 

① 

② 

③ 
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5.4 データ項目中の【統合値】について 

・ 1971(S46)～1997(H09)年度のデータ項目のうち【統合値】と表示されているデータがあり

ます（「収録データ一覧 1」シートの 5列目に記載）。 

・ これらは、実態調査の元データ中に該当する項目値が通年して存在しなかったため、他

のデータから演算から求めたものです。 

・ 具体的な演算方法は、「収録データ一覧 1」シートの 8列目に記載してあります。 

 

5.5 「有・無」データ等の扱いについて 

・ 実態調査データのなかには、「有り、無し」ならびに該当項目に対する「〇、空欄」が記

載されているデータがあります。これらのデータは、「有り、無し」＝「1、0」、「〇、空

欄」＝「1、0」と置き換えしてあります。 

 

5.6 ごみ排出量の定義について 

・ ごみ排出量の定義は、2005(H17)年度前後で異なります。 

2004(H16)年度まで ごみ総排出量＝計画収集量+直接搬入量+自家処理量 

2005(H17)年度以降 ごみ総排出量＝計画収集量+直接搬入量+集団回収量 

・ 本システム中の登録項目においては、前者を「ごみ排出量【旧定義」、後者を「ごみ排出

量」と表記しています。 

 

5.7 その他（総人口、災害廃棄物、東京 23 区等の取扱い） 

以下のデータについては、データの連続性等にご注意ください。 

(1)総人口 

 2012(H24)年度以降の総人口データには、外国人人口が含まれています。 

(2)災害廃棄物 

 2011(H23)年度以降、災害廃棄物に係るデータは別項目として計上されています。 

(3)東京都 23区 

 本閲覧システムに格納したデータでは、ごみ排出量及び処理量、人口規模別等のデータに

ついては、東京都 23 区を 1市として集計しています。 

 


